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Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
保
有
資
産
は
、

全
体
の
時
価
総
額
の
う
ち
、

債
券
と
株
式
で
そ
れ
ぞ
れ
約

半
分
ず
つ
の
比
率
と
な
っ
て

い
る
。
債
券
は
国
内
が
全
体

34
カ
国
の
約
２
千

自
治
体
が
宣
言

　

―
―
初
め
に
、
世
界
の
気

候
非
常
事
態
宣
言
の
状
況
に

つ
い
て
は
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
民
間

組
織
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
は

気
候
非
常
事
態
宣
言
の
世
界

の
統
計
を
集
計
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
７
月

22
日
現
在
、
34
カ
国
の
１
９

９
９
の
自
治
体
が
宣
言
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
住
民
の
総
数

は
10
億
人
を
突
破
し
て
い

る
。
ま
た
、
国
・
地
域
で
は

15
カ
国
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
が
宣
言

を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

２
０
１
９
年
９
月
に
長
崎
県

壱
岐
市
が
初
め
て
宣
言
を

行
っ
て
以
来
、
95
の
自
治
体

が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
日

本
の
国
会
も
20
年
11
月
に
衆

議
院
お
よ
び
参
議
院
で
宣
言

が
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
気
候
非
常
事
態
を

認
識
し
、
少
な
く
と
も
50
年

ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
脱
炭
素
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
世
界
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

大
学
に
も
道
徳
的
・

社
会
的
責
任

　

―
―
大
学
に
お
け
る
気
候

非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て
は
。

　

近
年
の
前
例
の
な
い
気
候

危
機
・
環
境
危
機
に
直
面
し
、

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関

に
お
い
て
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
の
研
究
・
教
育
・
実

践
が
そ
の
道
徳
的
責
任
、
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
、
将
来
世

代
や
市
民
な
ど
か
ら
の
要
求

に
応
え
、
大
学
も
気
候
非
常

事
態
宣
言
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
世

界
で
最
初
に
宣
言
を
行
っ
た

の
は
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
リ
ス
ト

ル
大
学
で
、
19
年
の
４
月

だ
っ
た
。
30
年
ま
で
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
標

と
し
、
１
年
以
内
に
化
石
燃

料
か
ら
完
全
に
ダ
イ
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
（
投
資
撤
退
）
す
る

と
表
明
し
た
。こ
れ
に
続
き
、

世
界
の
大
学
が
次
々
と
こ
れ

に
続
い
た
。

　

宣
言
の
や
り
方
に
は
、
単

独
で
行
う
方
法
と
集
団
で
行

う
方
法
の
２
種
類
が
あ
る
。

大
学
に
つ
い
て
は
、
残
念
な

が
ら
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
よ

う
な
統
計
は
な
い
が
、
集
団

で
の
例
を
見
る
と
、
世
界
の

７
千
以
上
の
高
等
教
育
機
関

を
会
員
と
す
る
「
大
学
と
カ

レ
ッ
ジ
の
た
め
の
環
境
協

会
」（
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
が
19
年

７
月
に
宣
言
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
19
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト

に
向
け
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｃ
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
気
候
非
常
事
態
レ

タ
ー
」を
国
連
宛
て
に
書
き
、

世
界
の
高
等
教
育
機
関
に
そ

れ
へ
の
署
名
を
求
め
た
。
こ

の
レ
タ
ー
で
は
、
署
名
の
た

め
の
条
件
と
し
て
、
30
年
、

遅
く
と
も
50
年
ま
で
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
こ
と
な
ど
３
つ
の
プ
ラ

ン
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
は
世
界
の
３
０
０
以
上

の
大
学
が
署
名
し
た
。

　

Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｃ
は
ま
た
、
今
年

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に
向
け
、「SDG 

Accord/Race to Zero

」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お

り
、
こ
ち
ら
に
は
現
在
７
１

５
の
大
学
・
研
究
機
関
が
署

名
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

「Race to Zero

」
に
署
名

し
て
い
る
の
は
４
３
０
大
学

（
８
月
３
日
時
点
）
で
、
イ

ギ
リ
ス
が
１
０
３
校
と
最
も

多
く
、
次
に
中
国
の
44
校
、

ア
メ
リ
カ
の
36
校
、
カ
ナ
ダ

の
32
校
と
続
き
、
日
本
は
千

葉
商
科
大
学
の
１
校
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
は
７
８
８
の
大
学

が
あ
る
が
、
単
独
で
は
私
立

の
千
葉
商
科
大
学
（
19
年
10

月
）、
聖
心
女
子
大
学
（
20

年
５
月
）、
創
価
大
学
（
21

年
４
月
）
の
３
校
が
気
候
非

常
事
態
宣
言
し
て
お
り
、
東

京
都
公
立
大
学
法
人
も
先

月
、
国
公
立
大
学
で
は
初
と

な
る
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

行
っ
た
。

大
学
等
コ
ア
リ
シ
ョ
ン

は
模
範
示
す
必
要
あ
り

　

―
―
欧
米
の
大
学
に
お
け

る
気
候
非
常
事
態
宣
言
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行

動
計
画
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
は
。

　

大
学
の
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
お
い
て
、
科
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
お

り
、
ス
コ
ー
プ
１
、
２
の
み

な
ら
ず
、
ス
コ
ー
プ
３
の
排

出
量
も
評
価
・
削
減
す
る
こ

と
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

ス
コ
ー
プ
３
に
つ
い
て
は
、

世
界
で
初
め
て
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
行
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
な
ど
多

く
の
大
学
が
評
価
し
て
い
る

が
、
中
で
も
同
じ
イ
ギ
リ
ス

の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
の

30
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
標
と
し
た
気
候
行
動

計
画
で
は
、
建
設
活
動
、
購

入
し
た
製
品
サ
ー
ビ
ス
、
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
、
投
資
の

各
分
野
に
つ
い
て
目
標
を
設

定
し
、
削
減
策
が
詳
し
く
記

述
さ
れ
て
い
る
。
科
学
的
か

つ
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
分

析
さ
れ
対
策
が
立
て
ら
れ
て

い
る
点
で
、
私
は
模
範
的
だ

と
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
の
大
学
の
環

境
報
告
書
で
は
千
葉
大
学
な

ど
を
除
き
、
一
般
に
ス
コ
ー

プ
１
、
２
、
３
を
区
別
し
て

お
ら
ず
、
ス
コ
ー
プ
１
、
２

の
総
和
を
記
載
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
は
科

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
言

え
ず
、
日
本
の
大
学
で
も
ス

コ
ー
プ
３
の
排
出
量
を
き
ち

ん
と
評
価
し
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
行
計
画
を

策
定
し
な
い
と
、
後
々
、
混

乱
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
国
内
の
１
８
８
の
国

公
私
立
大
学
や
研
究
機
関
な

ど
が
参
加
し
た「
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
貢
献

す
る
大
学
等
コ
ア
リ
シ
ョ
ン

（
連
合
）」
が
先
月
29
日
に
発

足
し
た
が
、
高
等
教
育
機
関

と
し
て
、
ま
ず
足
元
か
ら
模

範
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
も
、
ス
コ
ー
プ

３
の
評
価
算
定
や
検
証
・
認

証
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
環
境

省
な
ど
国
が
早
急
に
整
備
す

る
こ
と
を
求
め
た
い
。

理
解
さ
れ
て
い
な
い

行
動
変
容
へ
の
有
効
性

　

―
―
欧
米
と
日
本
で
大
学

の
取
り
組
み
に
差
が
大
き
い

理
由
は
何
か
。

　

欧
米
で
は
、日
本
と
違
い
、

環
境
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応

で
大
学
を
評
価
す
る
ラ
ン
キ

ン
グ
が
数
多
く
あ
り
、
受
験

生
の
確
保
な
ど
経
営
面
か
ら

も
激
し
い
競
争
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思

う
。
一
方
、大
学
に
限
ら
ず
、

宣
言
を
行
う
に
は
民
主
的
プ

ロ
セ
ス
を
伴
う
た
め
、
組
織

の
納
得
を
得
た
上
で
構
成
員

の
参
加
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
有
効
性
が
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
行

動
変
容
に
こ
の
宣
言
を
う
ま

く
活
用
で
き
る
こ
と
が
、
ま

だ
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
が
宣
言
の
絶
対

数
の
違
い
に
も
表
れ
て
い
る

と
思
う
。

　

―
―
最
後
に
、
東
京
都
公

立
大
学
法
人
に
お
け
る
今
後

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

行
動
計
画
の
策
定
に
向
け
た

抱
負
を
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ

ス
ル
大
学
の
計
画
を
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
と
し
、
そ
れ
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
他
の
大
学
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
計
画

を
、
早
期
に
策
定
し
て
い
き

た
い
。

の
25
・
92
％
、
外
国
が
24
・

61
％
、
株
式
は
国
内
が
24
・

58
％
、
外
国
が
24
・
89
％
の

割
合
で
保
有
。
債
券
は
国
内

外
と
も
に
そ
の
大
部
分
が
国

債
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
銘

柄
数
で
は
債
券
が
１
万
４
８

２
９
、
株
式
が
５
７
０
２
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
で
は
、
分
析
対

象
と
し
て
、
国
内
債
券
、
外

国
債
券
、
国
内
株
式
お
よ
び

外
国
株
式
の
主
要
４
資
産
の

ほ
か
、
国
内
投
資
の
不
動
産

で
あ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
資

産
の
一
部
も
追
加
し
た
。
ま

た
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の

分
析
対
象
を
、い
わ
ゆ
る
「
ス

コ
ー
プ
３
」
を
含
む
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
拡
大
。

分
析
業
務
の
委
託
先
に
は
、

前
年
度
も
採
用
し
たTrucost

社
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
社
に
加
え
、

知
財
・
特
許
情
報
や
研
究
開

発
投
資
の
分
析
な
ど
に
強
み

を
持
つ
国
内
の
ア
ス
タ

ミ
ュ
ー
ゼ
社
を
新
た
に
採
用

し
た
。

　
「
温
暖
化
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」

の
分
析
で
は
、
対
象
企
業
の

１
０
０
年
ま
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
推
移
を
予
測

し
、
地
球
全
体
の
排
出
量
が

同
様
に
推
移
し
た
場
合
、
地

球
の
平
均
気
温
が
ど
の
程
度

上
昇
す
る
か
を
推
計
し
た
。

推
計
に
当
た
っ
て
は
、
国
連

環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）の「
排

出
ギ
ャ
ッ
プ
報
告
書
」
な
ど

の
文
献
に
基
づ
き
、セ
ク
タ
ー

毎
の
炭
素
強
度
（
カ
ー
ボ
ン

イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
）
と
温
暖

化
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
関
数
を

導
き
出
し
、
各
企
業
の
将
来

の
炭
素
強
度
を
推
計
。
そ
の

上
で
企
業
の
温
暖
化
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
推
計
し
、
保
有
資

産
に
お
け
る
構
成
比
で
加
重

平
均
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①

ス
コ
ー
プ
１
＋
２
②
ス
コ
ー

プ
３
③
総
合
―
―
に
分
け
て

算
出
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
各
資
産
の
総

合
の
温
暖
化
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
全
体
）
は
、
国
内
株
式
３
・

４
℃
（
削
減
目
標
を
加
味
し

た
場
合
は
３
・
28
℃
）、
同
様

に
、国
内
債
券
３
・26
℃
（
３
・

19
℃
）、
外
国
株
式
３
・
49
℃

（
３
・
38
℃
）、
外
国
債
券
４
・

34
℃
（
４
・
25
℃
）
と
な
り
、

い
ず
れ
も
２
℃
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
例
え
ば
国
内

株
式
の
総
合
の
温
暖
化
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
セ
ク
タ
ー
別
に

見
る
と
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
６
・

13
℃
（
５
・
69
℃
）、「
一
般

消
費
財
・
サ
ー
ビ
ス
」
４
・

26
℃
（
４
・
16
℃
）、「
生
活

必
需
品
」
４
・
11
℃
（
３
・

89
℃
）、「
不
動
産
」
４
・

04
℃
（
３
・
86
℃
）、「
金
融
」

３
・
63
℃
（
３
・
63
℃
）、「
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
３
・

66
℃
（
３
・
32
℃
）、「
素
材
」

３
・
３
℃
（
３
・
28
℃
）、「
ヘ

ル
ス
ケ
ア
」
３
・
05
℃
（
２
・

94
℃
）、「
情
報
技
術
」
３
・

01
℃
（
２
・88
℃
）、「
資
本
財
・

サ
ー
ビ
ス
」
２
・
71
℃
（
２
・

62
℃
）、「
公
共
事
業
」
２
・

56
℃
（
２
・
53
℃
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

総
合
の
温
暖
化
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
、
他
の
資
産
に
つ
い
て

見
る
と
、
国
内
債
券
５
・

24
℃
（
４
・
74
℃
）、
外
国
株

式
７
・
34
℃
（
７
・
28
℃
）、

外
国
債
券
８
・
49
℃
（
８
・

46
℃
）、「
素
材
」
で
は
同
じ

順
に
、４
・03
℃
（
４
・02
℃
）、

５
・
27
℃
（
５
・
18
℃
）、
６
・

14
℃
（
６
・
07
℃
）
と
な
っ

て
お
り
、
両
セ
ク
タ
ー
で
高

い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

  

一
方
、
今
回
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

開
示
で
は
、
30
年
と
50
年
に

お
い
て
気
候
変
動
に
係
る
リ

ス
ク
と
機
会
が
産
業
間
で
ど

う
移
転
す
る
か
に
関
す
る
分

析
も
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

①
産
業
別
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
「
削
減
必
要
量
」
②
産
業

別
の
削
減
に
貢
献
し
得
る
技

術
の
特
定
お
よ
び
各
技
術
の

30
年
／
50
年
時
点
の
「
削
減

貢
献
量
」（
現
在
の
排
出
量
×

削
減
率
×
社
会
実
装
率
）
―

―
を
推
計
し
た
後
、
②
か
ら

①
を
差
し
引
い
た
「
削
減
純

機
会
」
を
求
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
50
年
時
点
で

機
会
が
リ
ス
ク
を
上
回
る
の

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
削
減

純
機
会
３
４
７
・
７
億
㌧
）

を
筆
頭
に
、「
化
学
」（
１
１
９
・

７
億
㌧ 

）、「
社
会
イ
ン
フ
ラ
」

（
１
１
８
・
２
億
㌧
）、「
電
気

設
備
」（
51
・
７
億
㌧
）、「
自

動
車
」（
48
・
３
億
㌧
）、「
機

械
」（
45
・
９
億
㌧
）、「
情
報

通
信
」（
38
・
２
億
㌧
）、「
輸

送
」（
10
・
２
億
㌧
）、「
耐
久

消
費
財
」（
３
・
８
億
㌧
）
の

９
産
業
だ
っ
た
。
一
方
、
リ

ス
ク
が
機
会
を
上
回
る
の
は
、

「
建
築
・
土
木
・
建
設
関
連
製

品
」（
マ
イ
ナ
ス
74
・
３
億
㌧
）、

「
金
属
・
鉱
業
／

紙
製
品
等
」（
同

10
・
９
億
㌧
）、「
農

林
水
産
」（
同
９
・

２
億
㌧
）、「
食
品
」

（
同
７
・
０
億
㌧
）

の
４
産
業
だ
っ

た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
は
、
30
年
、
50

年
と
も
に
削
減
必

要
量
が
最
大
で
あ

る
も
の
の
、
水
素

シ
ス
テ
ム
・
イ
ン

フ
ラ
、
水
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
中
小
水

力
発
電
、
太
陽
光

発
電
・
太
陽
電
池

な
ど
の
技
術
が
幅
広
い
産
業

で
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
削
減
貢

献
量
が
削
減
必
要
量
を
は
る

か
に
上
回
る
と
予
測
さ
れ
た
。

化
学
産
業
に
つ
い
て
は
、
30

年
か
ら
50
年
に
か
け
て
、
Ｃ

Ｏ
２

の
大
規
模
排
出
源
か
ら

の
回
収
・
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）

や
直
接
空
気
回
収
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）

の
技
術
開
発
が
加
速
し
、
コ

ス
ト
削
減
や
効
率
化
に
よ
り

社
会
に
広
く
活
用
さ
れ
る
見

通
し
だ
と
し
て
い
る
。

　

保
有
資
産
の
時
価
総
額
が
１
８
６
兆
円
を
超
え
る
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
、
宮
園
雅
敬
理
事

長
）
は
20
日
に
発
表
し
た
「
２
０
２
０
年
度
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
報
告
」
の
中
で
、気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
の
提
言
に
沿
っ
た
開
示
結
果
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
保
有
す
る
国
内
外
の
債
券
、
株
式
に
含
ま
れ
る
企

業
の
１
０
０
年
ま
で
の
「
温
暖
化
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
を
分
析
し
た
結
果
、
国
内
株
式
、
国
内
債
券
、
外
国
株
式
お
よ
び
外
国

債
券
で
い
ず
れ
も
３
℃
を
超
え
、
パ
リ
協
定
の
目
標
で
あ
る
２
℃
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
セ
ク
タ
ー

別
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
５
℃
を
超
え
る
（
国
内
債
券
）
な
ど
、
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行

リ
ス
ク
と
機
会
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
、
50
年
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
貢
献
量
か

ら
削
減
必
要
量
を
差
し
引
い
た
「
削
減
純
機
会
」
が
最
大
で
、
リ
ス
ク
を
大
き
く
上
回
り
、
国
内
で
有
望
な
技
術
の
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

欧
米
の
大
学
で
は
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計

画
な
ど
を
策
定
・
実
行
す
る
動
き
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、日
本
で
は
同
宣
言
を
行
う
大
学
が
ま
だ
わ
ず
か
で
、ス
コ
ー

プ
１
（
直
接
排
出
量
）
と
ス
コ
ー
プ
２
（
間
接
排
出
量
）
以
外
の
そ
の
他
の
間
接
排
出
量
で
あ
る
「
ス
コ
ー
プ
３
」
の
評
価

算
定
や
削
減
目
標
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
例
も
皆
無
に
近
い
の
が
実
情
。
そ
う
し
た
中
、
東
京
都
立
大
学
な
ど
２
大
学
１
高

専
を
設
置
・
運
営
す
る
東
京
都
公
立
大
学
法
人
は
先
月
16
日
、
国
内
の
１
７
５
の
国
公
立
大
学
で
初
め
て
同
宣
言
を
行
っ
た

が
、
同
法
人
の
理
事
長
で
「
気
候
非
常
事
態
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
運
営
委
員
長
の
山
本
良
一
氏
に
、
欧
米
な
ど
の
取
組
状
況
や

日
本
に
お
け
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

（
編
集
委
員
・
工
藤
真
一
）

「
２
℃
目
標
」を
大
幅
超
過

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
開
示
の
企
業
分
析
で
判
明

エ
ネ
産
業
は
５
℃
超
も「
削
減
純
機
会
」は
最
大

東
京
都
公
立
大
学
法
人
理
事
長 

山
本 

良
一 

氏
に
聞
く

日
本
の
大
学
も「
ス
コ
ー
プ
３
」の
評
価・削
減
を

環
境
省
な
ど
国
は
早
急
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を

ＧＰＩＦの
保有資産

宮園理事長

環
境
経
営
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
／
脱
炭
素
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

英ニューカッスル大学の気候行動計画

気
候
非
常
事
態
宣
言
と
大
学

GPIFポートフォリオにおけるセクター別
温暖化ポテンシャル


